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  ご利用の際は、弊社担当営業までご連絡をお願いいたします。 
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第1章 AIMONITOR について 
コンテンツ受講及びメディア(スライド・動画)視聴時に、ユーザーのなりすましや挙動を検知する機能になり

ます。受講時に挙動を検知した場合、ユーザーへメッセージでお知らせする機能や、離席・再開時に、本

人であることが確認できない場合は再開できない機能などを、【コンテンツごとに】設定をすることができます。

受講後は、受講中に検知した受講者画像(監視画像)を管理者側で確認し、個別に不正あり・なしの判

定をすることができます。 

ここでは、eKYC機能 OFF ( 公的書類による本人確認なし )の場合に関して案内します。 

 

第2章 AIMONITORの各種設定について 
AIMONITOR機能を ON にすると以下の項目が追加され、管理者にて設定をすることができます。 

コンテンツ配信前にご確認の上、必要に応じて管理者で設定をお願いします。 

 

2.1. AIMONITOR・本人画像登録に関する利用規約  
本人登録及び受講時の監視画像を取得することについて、受講者側が同意をする文面になります。 

基本、システムの仕様上、画像データ保持について記載がございますが、補足内容などあれば追記すること

ができます。 

 

1：管理者サイト左メニュー「システム管理」＞「AIMONITOR利用規約設定」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

２：AIMONITOR利用規約設定画面に切り替わりましたら、文面やフォントの変更ができます。 

※画面右の「設定メニュー」をクリックすると「本人画像登録利用規約」の文面編集画面に切り替える

ことができます。 
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■項目 ■説明 

AIMONITOR利用規約設

定 

受講時に、不正有無確認用の画像(監視画像)を取得する同意文として表示されます。

同意すると以下画面に切り替わり、本人確認を行い、受講開始となります。 

 

〈受講画面の見え方〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(※)「同意データを削除する」：文面修正・編集により、受講者から再度同意を得る必要

がある場合は、文面更新後にチェックを入れて「保存」ボタンをクリックしてください。 

 

本人画像登録利用規約 ユーザーへ、本人登録時に取得する画像に関する同意文として表示されます。 

ユーザーは同意をすると、本人画像をアップし「画像登録」ボタンをクリックして、本人登録が

完了し監視付きコンテンツの受講ができるようになります。 

 

〈受講画面の見え方〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2. コンテンツに AIMONITORの設定をする 
AIMONITOR機能は、各コンテンツ別に設定することができます。 

設定できるコンテンツ種類は「ドリル・テスト」「アンケート」「動画」「スライド」になります。 

設定は以下のとおりです。 

※ここでは、作成後のコンテンツに設定する手順を案内します。 

  コンテンツ新規登録方法は、【コンテンツ管理マニュアル】をご参照ください。 

 

https://ferret-one.akamaized.net/files/6604fc7c3ae5400c13921448/SAKU-SAKU_Testing-%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%86%E3%83%B3%E3%83%84%E7%AE%A1%E7%90%86%E3%83%9E%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%82%A2%E3%83%AB-ver1.5.pdf?utime=1733390343


SAKU-SAKU Testing AIMONITOR管理者用マニュアル ver1.10 

5 

１：左メニュー「コンテンツ管理」＞「動画・音声」を選択、動画・音声コンテンツ一覧画面で 

本人確認設定を付与するコンテンツの「タイトル」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２：詳細画面の「詳細設定」をクリックします。 
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３：「AIMONITOR を使用する」にチェックをして、必要に応じて各項目を設定し「保存」をクリックします。 

 

〈設定画面〉 

 
 

 

〈各項目の説明〉 

① 監視範囲 

監視範囲を設定する項目です。デフォルトは「受講１回目のみ監視する」で、2 回目以降の受講は監視されません。 

② 検知パターン 

・複数人の映り込み検知 

 受講中、複数人が映れば検知されます。 

・よそ見検知 

   受講中、画面より視線が一定範囲を超えた場合「よそ見」として検知されます。 

・ブラウザアクティブ検知 

受講者サイト以外のアプリケーションを起動し、受講者サイトより前面に表示した場合、不正として検知されます。（同じ

ブラウザの別タブを開いた場合も同様に検知） 

①  

②  

③ 

④  

⑤  

⑥ 

⑦ 
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・居眠り検知 

  受講中居眠りした場合、挙動「居眠り」として検知されます。 

 

③ チェック間隔 

チェック間隔を設定します。最短チェック間隔より短く設定できません。 

定 期・・・設定した間隔/回に受講者を撮影します。 

例：30 秒設定の場合は【30 秒に 1 回ずつ】撮影します。 

 

  

 

 

ランダム・・・設定した時間内にランダム間隔で撮影します。 

例：30 秒設定の場合【2 秒、5秒、7 秒に 1 回】と 30 秒間にランダムで撮影します。 

 

 

 

 

④ 精度 

【Ⅰ：本人認証で登録した画像】 

【Ⅱ：受講開始時の「本人確認」画面及び受講中画面に表示される画像】 

【Ⅱ画像】が【Ⅰ画像】にどれだけ一致しているか？の割合を AI が解析するための設定値を設定する項目です。 

 

 

 

 

 

 
 

⑤ 挙動検知時の対応(動画) 

挙動検知したら、動画を停止する設定。 

 

⑥ 挙動検知時の受講者への通知 

挙動検知したら、受講者宛にメッセージを表示する設定。 

  

 

 

 

 

 

⑦ 一時離席 

受講中の画面右下の監視画像にボタンが表示されます。一時離席ボタンを押して離席した場合、撮影を中断します。 

 

 

 

 

 

離席するときは「離席」ボタン、再開す

るときは「再開」ボタンをクリックします。 

⑤「停止する」に設定すると動画が停止します 

⑥「通知する」に設定すると

メッセージが表示します。 

Ⅲ 
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2.3. 管理者にてユーザー設定する場合 
本人登録ができない状況下にあるユーザーの代わりに、管理者が代行でユーザーの本人登録をすることが

できる機能になります。別途設定が必要ですので、ご希望の場合は担当営業までご連絡ください。 

ここでは、管理者の代行作業方法について案内します。 

 

※本機能は【eKYC機能なし】に限り利用できます。 

※機能 ON であっても、ユーザー側で本人登録することはできます。 

※「管理者」もしくは「ユーザー(本人)」と本人登録対応者を個別で確認することができます。 

※作業前に、ユーザーに登録用の本人写真を収集しておいてください。 

※ユーザーの写真登録間違えなどないように作業時は十分ご注意ください。 

 

 

1：管理者サイト左メニュー「ユーザー管理」＞「ユーザー」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２：「ログイン ID」をクリックします。 
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３：「本人画像登録」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4：本人画像登録画面でユーザーの代行で本人登録をする「本人画像登録」をクリックします。 

   ※png ファイルに限り、「5MB未満」にしてユーザーの本人画像をアップしてください 。 

 

   4-1:同意文を確認し「同意します」にチェックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   4-２:ユーザーの本人写真画像を選択します。 

      ※png ファイルの場合は「5MB未満」であることを確認しアップしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チェックします。 
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   4-３:「正常に登録されました。」メッセージが表示されましたら登録完了です。 

       

 

 

  

 

      ※本人写真画像が未選択の場合は以下メッセージが表示されます。 
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第3章 受講結果確認及びデータ抽出について 
受講実施後、受講中に撮影された監視画像をもとに、管理者による不正の有無を判定します。 

判定結果(挙動検知あり・なし)は、実施状況データをダウンロードし確認することができます。 

 

3.1. 受講時のなりすまし及び不正の判定について 
受講結果でなりすまし及び不正の有無を確認するため、チェック間隔ごとに取得した監視結果の画像をも

とに管理者にてチェックをします。 

チェック後、各ユーザーに判定結果をプルダウン選択します。(不正あり、不正なし、未確認、要確認) 

判定は複数の管理者にて可能ですが、直近で判定した結果のみ残るしくみになっているので、他管理者

の判定結果を履歴として残す場合は、「メモ(1000文字まで)」に入力し、他管理者に共有することもでき

ます。 

 

１：左メニュー「学習結果」＞「監視結果」をクリックします。 

 
 

２：監視結果一覧画面で、判定する「コンテンツタイトル」をクリックします。 
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３：監視結果 受講者一覧画面より、判定する受講者の「受講者ログイン ID」をクリックします。ユーザー

数が多い場合、「詳細検索・並び替え」よりユーザーの検索もできます。 

 
※この画面では右の「監視結果ダウンロード」よりコンテンツの監視結果をダウンロードすることも可能です。 

ファイル名：attendance_monitoring_user_list_yyyy-mm-dd_hh-mm-ss.xlsx 

 
４：監視結果確認画面で、監視画像をもとに判定結果をプルダウン選択します。 

 ※各項目に関する説明は次ページにあります。 

 
 

① 

② 

③ 

ユーザー検索できます。 

監視結果をダウンロードできます。 



SAKU-SAKU Testing AIMONITOR管理者用マニュアル ver1.10 

13 

▶①：受講者情報と受講状況 

▶②：判定 

■項目 ■説明 

挙動検知 なりすまし及び不正を AI が判定した場合は「あり」と表示されます。 

判定 AI により判定された挙動検知だけでなく、管理者に③の監視画像をもとに判定いただく部

分になります。 

 

▼ステータス項目▼ 

不正なし、不正あり、要確認(例えば他管理者への確認を要する場合や再度確認を要す

る場合などの判定項目する)、未確認(誰も確認していない場合) 

 

 

 

 

メモ 他管理者への共有事項や判定結果についての補足などを入力するフリースペースです。 

更新者 直近で判定した日時＆管理者名が表示されます。 

 

▶③：ステータス一覧と監視画像 

■項目 ■説明 

正常 不正なしと判断されたもの。 

複数人の映り込み 本人以外の人と本人が映り込んだと判定されたもの。 

代理出席 他人が受講した場合、もしくは AI が本人登録時の本人画像より受講時に取得した監視

結果画像の精度が下回り本人不一致と判断された場合はこちらのステータスとしてカウント

される。 

よそ見検知 受講中、画面より視線が一定範囲を超え、よそ見と検知されたもの。 

居眠り検知 受講中、「居眠り」として検知されたもの。 

カメラ不具合 不具合で監視結果画面が取得できなかったと判断されたもの。 

※一時的不具合で映らなかった場合は、不具合解消したタイミングから設定したチェック間

隔で監視画像が取得される。 

本人検知不能 代理出席の原因の他、AI で本人と確認ができなかったと判断されたもの。 

画面から顔がはみ出してしまった場合は、こちらの結果ステータスで判断されるケースが多い 

ブラウザアクティブ検知 受講前に受講者サイトとは別ブラウザタブを開いている、受講画面以外のブラウザ画面上で

カーソルをクリックしたなどの挙動があった判断したもの。 

■項目 ■説明 

受講回数 判定する受講実施回数をプルダウン選択し、その時の挙動検知を確認することができます。 

「学習履歴へ」をクリックすると、該当受講者の成績画面へ遷移します。 

本人写真 本人登録時の画像。コンテンツごとの AIMONITOR機能設定項目にある「精度」を設定

し、受講スタート時に表示される本人確認画面の画像が、どの程度一致するかを比較する

ための画像にあたります。 

受講終了日時 コンテンツ受講を終了した年月日です。 

各コンテンツお成績データ(項目：実施修了日時)で抽出できます。 

受講時間 コンテンツ実施開始時間～終了までの時間帯。 

こちらは、各コンテンツの成績データ (項目：実施時間)で抽出できます。 

配信タイトル コンテンツが設定されている配信名です。 

ログイン ID 受講者の「ログイン ID」です。 

氏名 受講者の「表示名」が表示されます。 

監視画像ダウンロード ③のチェック間隔ごとに取得した画像をダウンロードできます。 

有効期限は 90 日(期限変更は不可)です。 
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3.2. なりすまし及び不正判定結果のデータダウンロードについて 
管理者で判定した結果ステータスは、実施状況データで取得することができます。ここでは、データの抽出

方法やステータスの内容について案内します。 

配信に複数の監視付きコンテンツが設定されていた場合の実施状況データの「ステータス」は、１つのコンテ

ンツに挙動検知の判定があった場合は「実施済(挙動検知)」となります。 

 

▼学習履歴を抽出する項目 

左メニュー「学習管理」＞「学習履歴一覧」をクリックし、習履歴一覧画面より「配信別」タブを  

選択、データ抽出対象の「タイトル」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ▶配信設定の実施状況データダウンロード方法はこちら 

  ▶配信に設定されたコンテンツごとの実施状況データダウンロード方法はこちら 

 

3.2.1. 配信の実施状況データダウンロード方法 
１： 配信統計画面の「配信の受講者数」＞「一覧を表示」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

  



SAKU-SAKU Testing AIMONITOR管理者用マニュアル ver1.10 

15 

２： 配信統計画面右の「ダウンロード」をクリックします。 

   ※判定が「不正なし」の場合：実施済 

※判定が「要確認」・「不正あり」の場合：実施済(挙動検知) 

※判定が「未確認」について、監視結果画像がすべて「正常」である場合は「実施済」 

挙動検知画像が含まれる場合は「実施済(挙動検知)」のステータスとして残ります。

 
「実施済(挙動検知)」をクリックすると「監視結果一覧」画面へ遷移し、コンテンツ別の判定結果を確認すること

ができます。「コンテンツタイトル」をクリックすると、管理者が監視結果を判定したときの「監視結果確認画面」に

切り替わり、ユーザー別の判定結果が確認できます。 
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３：「ダウンロード」＞「実施状況一覧ダウンロード」をクリックし、ダウンロードファイル画面で「Excel ファイル

作成」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４：ダウンロードファイル画面に切り替わりましたら、「再読み込み」をクリックし、ボタン表記が「キャンセル」か

ら「ダウンロード」なったタイミングでクリックして、ファイルをダウンロードしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５：実施状況ファイルを開くと、項目「ステータス(D列)」になりすまし及び不正があった可能性がある。 

(挙動検知)と判定されたユーザーを確認することができます。 
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3.2.2. 配信設定したコンテンツの実施状況ダウンロード方法 
 

１：配信統計画面の「コンテンツ別統計」よりコンテンツ「タイトル」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２：コンテンツ統計画面の「配信の受講者数」＞「一覧を表示」をクリックします。 
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３：コンテンツ統計画面の「ダウンロード」をクリックします。 

   ※判定が「不正なし」の場合：実施済 

※判定が「要確認」・「不正あり」の場合：実施済(挙動検知) 

※判定が「未確認」について、監視結果画像がすべて「正常」である場合は「実施済」 

挙動検知画像が含まれる場合は「実施済(挙動検知)」のステータスとして残ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「不正なし」以外は「実施済(挙動検知)」となります。クリックすると、[ユーザー

別]且つ[コンテンツ別]に判定結果を確認することができます。      
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４：「ダウンロード」＞「実施状況一覧ダウンロード」をクリックし、ダウンロードファイル画面で「Excel ファイル

作成」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５：ダウンロードファイル画面に切り替わりましたら、「再読み込み」をクリックし、ボタン表記が「キャンセル」か

ら「ダウンロード」なったタイミングでクリックして、ファイルをダウンロードしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６：実施状況ファイルを開くと、項目「ステータス(E列)」になりすまし及び不正があった可能性がある(挙動

検知)と判定されたユーザーを確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


